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① 
サンプルとバーコード情報を 
読み込み、バーチャルスライド作成 

LAN

NanoZoomer 電子カルテシステム用 
画像サーバ 

病理・細胞診検査業務 
支援システム 

電子カルテシステム 
端末 

バーコード（患者情報） 

ガラススライド 

バーチャルスライド（患者情報付属） 

②  
バーチャルスライドデータを 
ID管理してサーバに保存 

ID : 0123456789
ID : 0123456789ID : 0123456789

③  
ID管理された 
バーチャルスライドデータで 
病理検査レポートを作成 

端末 

④  
電子カルテシステムから 
ID管理された病理検査 
レポートにアクセスして、 
バーチャルスライドを 
個々の端末で閲覧可能 

端末 

LAN LAN

※写真は、イメージです。（実際の施設とは関係ありません。） 

秋田大学医学部附属病院における 
バーチャルスライドと電子カルテシステムの連携 

高速・高解像度バーチャルスライドスキャナ　　NanoZoomer 2.0シリーズ 



□ 接続に関して技術的な課題はありましたか？ 

　画像の保存容量に関しては制限されています。バーチャルスライド画像は

基本的には各症例１枚を目安にしています。若干、守れていませんが（笑）。

動作スピードですが、バーチャルを入れたから他の動きが遅くなったという

ことはないようです。しかし、十分な動作検証は必要だと思います。 

 
□ どのように運用されていらっしゃいますか？ 

　原則、１症例１枚を保存するようにしています。スタッフにスキャンをお

願いしているのですが、フルオートではなくセミオートでスキャンするよう

お願いしています。無駄な部分のスキャンを避けるためです。カセットに入

れてスキャンさせれば、あとは自動的に電子カルテに取り込まれ、閲覧でき

るようになっています。スライドの二次元バーコードを一緒に読み込み、そ

の情報を元に電子カルテ内の患者情報と自動的にリンクされるようになりま

したので手間はありません。 

 

□ どれくらいの症例数をデジタル化されているのでしょうか？ 

　１日、30症例程度です。 

 

□ 逆にバーチャルスライドを電子カルテ上でも運用するよう
になって、何らかのデメリットのようなものはありますか？ 

　デメリットですか？　今のところ特にはないですね。このような方法は、

どんどん広がっていくんじゃないでしょうか。 

 

□ これからの課題は何でしょうか？ 

　究極的にはスライドガラスをいつまで保存しておくのか、ということでし

ょうか。 

 

□ 4年前は病理の世界では無名だった当社のナノズーマー
をご選択いただけたのはどんな理由からでしょうか? 

　あまり深く考えていなかったですね（笑）。自分で見て、良いと思ったも

のを選択させていただきました。ソフトウエアもどんどんバージョンアップ

していただけるので、非常に良かったと思っています。 

 

南條先生　貴重なご意見をありがとうございました。 

□ 先生は、バーチャルスライド装置の導入検討時から電子
カルテとの接続を希望されていましたが、実際に運用を
始められてのご感想はいかがでしょうか？ 

　4年前に思い描いていたことがほぼ実現できました。病棟や外来で、電子

カルテからバーチャルスライドを選択すれば、病理画像を詳細に見れるよう

になり、臨床の先生方だけでなく、患者さんにもきれいな病理画像を提供で

きるようになりました。しっかりとした病理画像を見れることが診断の信頼

につながればいいと考えています。また、臨床病理カンファレンスにおいて

も、電子カルテ端末があれば、術前の放射線画像を検討し、外科の先生が手

術所見を話され、最後に私が病理診断はこうでした、と話せるようになりま

した。すべて電子カルテ上でチェックできるので、非常にありがたいですね。 

 

□ どれくらいの台数が接続されているのでしょうか？ 

　院内の百数十台の電子カルテ端末すべてでバーチャルスライド画像が見れ

るようになりました。画像が良いと評判も高いですね。 

 

□ 実際に患者さんにお見せすることもあるのでしょうか？ 

　臨床の先生から電話がかかってきて、ここがそうですよね、と確認される

ことがあります。患者さんと一緒に見ていらっしゃるようですね。私の書い

た診断書と見比べながら説明されているようです。患者さんにとっても、言

葉だけで説明されるよりは、画像を見ながら説明されるほうが理解しやすい

のでしょう。端末があればどこでも病理画像を確認できるようになりました。 

 
□ バーチャルスライドを使うようになってメリットはござ
いますか? 

　すごく見やすいですね。バーチャルスライドだと同じ目線で皆さんと一緒

に見れるので議論しやすいですね。逆にいうとすべて見られてしまうので、

病理医にとってはある意味プレッシャーですが（笑）。生検に関してはバー

チャルスライドでほぼ診断できますね。バーチャルだけで全部済ませるとい

うわけではありませんが。臨床の先生からも、『バーチャルスライド画像を

ほしい。』とよく言われますよ。 

 

□ 電子カルテとの接続を実現するうえで、苦労されたことは
ございますか？ 

　急に接続したいと言い出してもなかなか難しいと思います。大学附属病院

においては、医療情報部の先生方のご理解とご協力は不可欠です。今回は電

子カルテのバージョンアップの時期で、ようやく実現できました。ナノズー

マーを導入してから4年ほどになりますが、いままでの臨床病理カンファレ

ンスでは、PCにバーチャルスライドを入れてプレゼンテーションしていた

ので、臨床の先生からも『いつになったら我々にも見せてもらえますか？』

と楽しみにされていたのも大きな力になりましたね。今ではPCも何も持たず、

各科にある電子カルテ端末にプロジェクターを接続して、バーチャルスライ

ドをお見せできるようになりました。 

★ NanoZoomerは、浜松ホトニクス（株）の登録商標です。その他記載商品名・ソフト名は該当商品製造会社の商標または登録商標です。 
★ NanoZoomerは、医療機器ではありません。 
※本カタログの内容は、2010年12月現在のものです。本内容は改良のため予告なく変更することがあります。 

専用情報サイト『http://jp.hamamatsu.com/sp/sys/ndp.html』を開設！ 検 索 NanoZoomer

インタビュー 

 

バーチャルスライドと電子カルテシステムを連携させている 
秋田大学医学部附属病院　南條先生にお話を伺いました。 
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